
公認レフェリー更新講習記録 

日時：平成 27年 7月 11日（土）13:00～17:00 

場所：熊本市立総合体育館 

講師：日本卓球協会 中村良一郎先生 

 

最近の重要な変更点 

①２．２．２（競技用服装） 

２．２．２．２ 

 競技用シャツ（袖・襟を除く）、ショーツまたはスカートの主たる色は使用するボールの

色と明らかに違う色でなければならない。（平成 27年 9月 1日適用） 

 

※現在使用しているボールのほとんどは白（硬式の場合）ですので、胴体部分の大半が白

いユニフォームは使用できません。 

※このルールは中体連の地方大会（県大会以下）では適用されません。 

※中体連のブロック大会（九州大会）、全国大会は適用されます。 

※ラージボールには適用されません。 

※赤いワッペンはこのルールに対応しているユニフォームです。 

※これ以前のユニフォームについては、大会ごとの審判長の判断

となります。目安となる基準は以下の通りです。 

・胴体部分の前面または後面の５０％が白いユニフォームは着用

不可となる可能性が高い。 

「ズボンから出ている部分」とは解釈しない。シャツ全体での白い部分の割合を見る。 

 

 

 

 

 

 

  

ユニフォームＡは、下の部分がシ

ョーツの中に入っているが、シャ

ツ全体の５０％近くが白であり、

着用不可となる可能性が高い 

ショーツ→ 

ユニフォームＢは、シャツ全体と

して白の部分が５０％以下と考

えられ、着用可となる可能性が高

い。 

Ｂ Ａ 



※このルールは選手のユニフォームにのみ適用されます。アドバイザーの服装、団体戦で

ベンチに座る人の服装（ジャージなど）についての制限はありません。 

（「ベンチに座っている人の服装が白くてボールが見えづらい」といったクレームには対応

できないことになります） 

 

②２．２．１（認可及び承認） 

２．２．１．４．３．６ 

 ラバーは公認マークやメーカーの商標・ロゴ等が、ラケットの柄に最も近く、はっきり

見えるように貼らなければならない。打球面に貼るラバーは柄を除く全面に貼るものとす

るが、指の当る部分を避けて貼ることができる。 

※ペンホルダーで裏面を利用するプレーヤーの場合、中指や薬指が触れる部分まではラバ

ーを貼らなくてもよい、ということです。 

 中指や薬指から大きく外れたところにラバーを貼っても、打球面として認められません。 

（重量調整などの目的でラバーの端切れを貼る人もいますが、上記の条件を満たしていな

ければ、打球面としては使用できません） 


